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研究成果の概要（和文）：教育活動の行為者である教職員、および学生が「グローバル社会と学生たちの獲得す
る力」をどのように意味づけているかを探索することにより、彼らの捉えるグローバル社会で求められる力の現
実を明らかにした。
　教職員が考えるグローバル社会とは、「地球規模」「世界」という一元的なものではなく、「大学」「地域」
「日本」「海外」に広がる重層的な空間である。そして、彼らは、「グローバル社会で求められる力」に対し
て、海外や世界で活かせる力というように、地球規模であることをことさらに意識するのではなく、ローカルや
ナショナル、グローバルという水準の枠を超えて活かせる力であると捉えていることがわかった。

研究成果の概要（英文）：By exploring how faculty, staff, and students, as actors in educational 
activities, make sense of "global society and the skills that students acquire," this study has 
clarified the reality of the skills required in a global society as they perceive it. Faculty, 
staff, and students do not think of global society in terms of "global" or "world," but rather as a 
multilayered space that extends to "university," "region," "Japan," and "overseas". They see the "
skills needed in a global society" not as skills that can be used overseas or in the world, but as 
skills that can be used across the boundaries of local, national, and global levels.

研究分野： 高等教育学関連

キーワード： 大学の国際化　グローバル社会　リベラルアーツ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、海外留学という行為は教職員や学生によるグローバル社会の捉え方にどのような影響を与えるかを研
究したものである。留学という既存の現象に自らの行為を当てはめるのではなく、自らの行動や思考が留学とい
う行為を形成するのであり、よって、行動やそれにより生まれる思考が異なれば、留学の解釈も異なるとの見方
を示した。これは、従来の留学研究にはない見方である。
　留学はじめ、大学の国際化には膨大な社会的資源が投入されてきた。本研究は、大学教育が生み出す知識が還
元される社会がどのような空間かについて、留学教育の行為者の語りを分析することにより明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

UNESCO（2015）は、教育と教育によって創り出される知識はすべての人に共通のものであ
り、相互依存が進行する持続可能な社会の実現のためには、教育と知識は地球規模で共有される
べきであるという。Marginson（2019, pp.24-25）は、「グローバルな共有財とは、国境を越えた
関係において、また世界全体のレベルで、高等教育や研究から生じる、さまざまな国や人びとに
広く行き渡る共通の関係や利益を指す。たとえば、数学の知識や、移動する学生の安全・安心な
どである」という。では、大学教育の国際化によって生み出される知識や能力がグローバルな共
有財であるとはどのようなことか。 
グローバルな共有財としての高等教育の性質について、Marginson（2019）は、知識や能力は

個人に備わるものであるが、共に生活したり仕事したりするなかで他者に間接的に影響を及ぼ
し、その影響は組織や社会全体に広がっていくとする。本研究では、影響が及ぶ範囲は必ずしも
一様ではなく、どこに、誰に影響が及ぶかの認識は人により異なるとの考えをとる。グローバル
化が誰の言葉で語られるか、誰によって捉えられるかによって、グローバル化という事象がどの
ように見えるかは異なる。たとえば、日本の「グローバル人材」の概念が内包する諸要素は、そ
の活用が想定される空間が日本であるという点で、グローバルリーダーの概念とは性質を異に
する（譚 2021）。 
 
２．研究の目的 
グローバル社会をどう考えるかの捉え方は人によって異なるものの、グローバリゼーション

と高等教育の国際化の議論では、「グローバル社会で求められる力」や「グローバル対応力」、「グ
ローバルな知識」などといわれ、学生が身につけるべき能力としていくつもの、また頻繁に取り
上げられる能力（たとえば、異文化適応力、コミュニケーション能力、協働）がある。しかし、
グローバリゼーションの捉え方が多元的であることは、「グローバル社会で求められる力」の認
識にも個人の主観が入っているということであろう。つまり、教育活動の行為者がグローバリゼ
ーションをどのように認識しているかによって、彼らが考える「グローバル社会で求められる力」
の意味は異なる。 しかしながら、この点について言及している先行研究は管見の限りにおいて
確認できない。 
そこで、本研究の目的は、教育活動の行為者である教職員、および学生が「グローバル社会と

学生たちの獲得する力」をどのように意味づけているかを探索することにより、彼らの捉えるグ
ローバル社会で求められる力の現実を明らかにすることである。この目的を達成するために以
下の課題を設定する。（1）留学必須のプログラムをもつ学部の方針は「グローバル社会で求めら
れる力」としてどのような能力を重視しているか、（2）教育活動の行為者である教職員、および
学生はそれらの能力が生かされる社会的空間をどのように捉えているか、（3）教職員、および学
生は、それらの能力をどのように意味づけているか、の 3 点である。 
 
３．研究の方法 
グローバル化の進行に伴って、知識基盤型の職業が増加するなかで、リベラルアーツ教育の重

要性は高まっている（Chenga & Wei 2021；Godwin & Altbach 2016）。本研究では、現代をグロ
ーバル化された社会と捉えて、大学教育の生み出す知識や能力には国際的、および多文化間にお
ける社会貢献も求められていることに鑑みて、リベラルアーツを「国際教養」と読み替えて、国
際教養系学部に焦点を当て、そこで重視されている能力について検討する。本研究では、国内の
四年制以上の大学のうち、在学中の海外留学を卒業の必須要件とし、かつ一学期間以上の留学プ
ログラムをもつ 11 の国際教養系学部のディプロマ・ポリシー（DP）のテキスト分析、および 11
学部のうち 7学部の教職員、および学生を対象としたインタビュー調査の内容分析を行った。 
教職員へのインタビュー調査は、2021 年 11 月～2022 年 3 月、7 学部 10 名の教職員を対象に

実施した。学生へのインタビュー調査は、2022 年 2 月～4 月、35 名に対して実施した。インタ
ビューでは、DPのテキスト分析によって抽出したコード（後述）と、「グローバル」「グローバリ
ゼーション」という語から関連付けられる社会的空間の認識について質問を行った。この社会的
空間に関しては、町村（2015）がグローバリゼーション段階の空間モデルで示した「ローカル」
「下位国家的リージョナル」「ナショナル」「超国家的リージョナル」「グローバル」という水準
（スケール）を参考に分類し、分析のコードとした。DP のコード、およびグローバリゼーショ
ンの社会的空間の分類コードにもとづいて、インタビュー・データのコーディングを行い、その
後、内容分析を行った。育成しようとする学生の力と対比させながら、留学教育の行為者（イン
タビュー調査への協力者）の認識するグローバリゼーションの社会的空間について整理する。 
 
４．研究成果 
 学生へのインタビュー調査のデータは現在分析中のため、ここでは、教職員へのインタビュー
調査について報告する。 
4.1．DP に見るグローバル社会で求められる力 
国際教養学系の 11 学部の DP を内容別に分類し（定性的コーディング）、さらに同様のテーマ



を集める作業（再文脈化）を行った。その結果、「情報」「協働（他者と協働する、等）」「知識（幅
広い知識と教養をもつ、等）」「思考」「文化（異文化や多文化、日本文化を理解する、等）」「コ
ミュニケーション」「問題（国際社会の諸問題の解決に取り組む、等）」「国際」という 8コード
に集約された。 
これらのコードの頻度を見ると「問題」(26.1％)、「文化」（23.3％）、「コミュニケーション」

（13.3％）、「知識」（12.8％）、「協働」（11.1％）が高かった。つまり、知識や異文化理解を高め、
他者とのコミュニケーションを通して協働することが必要不可欠であり、これらの能力を身に
つけた上で、地球規模の問題の解決に取り組む意志や能力をもつ人を育てようとしていること
が分かる。 
4.2．教職員の捉える社会的空間 
教職員が捉えている社会的空間を知るために行った質問「“グローバルな”と表現するとき、

どのような空間を念頭に置くか？」「留学を経験した学生たちが、将来活躍する社会とはどのよ
うな所、または空間か？」などへの回答を、「ローカル（教職員の勤める大学が所在する市町村、
または海外の特定の都市）」「下位国家的リージョナル（都道府県、または地方区分）」「ナショナ
ル（日本、海外の国家）」「超国家的リージョナル（国家の集合体）」「グローバル（国家やそれら
の集合体に縛られない広範な世界・地球の見方）」という水準で分類した。 
ローカルな水準では、留学先の具体的な都市や地域を念頭に置いて回答されることが多い一

方、ローカルな地域と地域を結ぶという社会空間をグローバルに捉えている側面も見られた。 
下位国家リージョナルに関する回答では、DP が想定する社会的空間として、大学の所在する

都道府県が想定されてはいるものの、学生の卒業後を見ると当該都道府県に直接的な貢献をし
ているとはいえない状況がうかがえた。 
ナショナルな水準では、学生の経験のなかに見られる国家が語られていた。また、「日本」に

限定すれば、海外から日本を相対化して見ることで日本を再認識・再発見することに意義を感じ
ている語りが複数の教職員から確認できた。 
超国家リージョナルに関連する語りでは、留学先でその国の学生だけでなく、そこに集う近隣諸
国の学生たちとの交流が想定されている。 
「グローバル」という語は、「地球全体の」「世界的な」と訳されるが、今回のインタビュー調

査の回答を見ると、回答者によって様々な次元で「グローバル」を捉えている様子がうかがえた。
たとえば、物事を見る視点をグローバルと表現する回答者や、思考や態度について言及する回答
もあった。 
4.3．教職員による意味づけ 
教職員による「グローバル社会で求められる力」の意味づけについて、DP とインタビューの

回答から検討していく。 
4.3.1．文化 
一部の学部の DPは、「日本」や「周辺地域」、「アジア」といった特定の国や地域に言及してい

るものの、異文化や多文化を理解する能力は国や地域の枠組みからは離れて必要とされるもの
と考えられていると解釈できる。 
 I 大学の DP の一文は「多様な学問・文化・言語・価値観の交流を育み、地球社会に主体的に
貢献できる人材を育成する」であり、学生の知識や能力が影響を及ぼす範囲は地球社会であると
表現されている。教職員インタビューの分析で「グローバル」と「文化」コードが重なって付さ
れた箇所は 11 か所あり、「75 億人がいていろいろなにおいがある。学生にはそのにおい、異な
る言語、様々な文化を感じてもらいたい」（I 大学教員）、「他国の文化を勝手に想像したり、国
をイメージしたりするのではなく、そこで暮らす人びとを想像して異文化に接することで差別
や偏見がなくなっていく。それが多文化共生の本質」（K 大学教員）という捉え方が見られる。
人を理解することが異文化理解であり、いずれの国や地域かはそれほど重要ではないと捉えら
れていると解釈できる。 
A 大学の教員も社会の本質を国に置いておらず、また、卒業後に学生がよって立つ場所も特定

の国を想定しておらず、「グローバル人材は経済に貢献する人、海外駐在員候補を育てるのがグ
ローバル人材の育成であろう。学生には、グローバル人材ではなく、グローバル市民となること
を意識してほしい」と話す。 
 他方、「超国家的リージョナル」と「文化」コードの両方が付された箇所は 1か所のみであり、
「学生は、海外旅行では欧米へ行くことが多い。（だから、本学部の海外研修では）東アジアや
東南アジアといった、行ったことのない近隣の国へ行かせる。そこでのカルチャーショックが次
の学びにつながる」（F大学教員）である。「近隣諸国について知ったうえで視点を世界へ広げて
いく。要するに、カリキュラム上では、日本を軸に進めてきた」とも話す。 F大学の DPにも、
「日本とアジアを中心とした地域を基盤に、世界を知り相互理解を深め」とあり、世界や地球社
会への視点の広がり方がほかの大学の DPや教職員の認識とは異なる。 
4.3.2．知識（言語） 
 グローバル人材育成やそのための大学改革と関連して、吉田（2014）は、日本の大学の国際化
改革はつまるところ、英語を話せる海外留学経験者を増やすことであり、欧米へのキャッチアッ
プを目指すことでしかないと批評する。DP では、「言語運用能力をもつ」（7.2％）、「外国語（英
語以外）によるコミュニケーション能力をもつ」（2.8％）、「英語によるコミュニケーション能力
をもつ」（2.8％）のコードを付された文章は、全体のなかではそれほど多くなく、また、英語偏



重とはいえない。しかし、教育環境についての教職員の言葉からは DP の表現とは異なる様子が
うかがえる。「大学の国際化、グローバル化イコール英語という傾向が強い」（J大学教員）、「欧
米、英語を話す国への留学というイメージはなきにしもあらず」（A 大学教員）というように、
英語圏を中心とする先進主要国への留学、英語でのコミュニケーションという大学の体質があ
る。これは、小学校から高校までの学校教育の中で、英語が科目として教授されているために、
英語が馴染みのある外国語となっている背景もあるだろう。また、外国人教員等として一括りに
される外国人、および外国の大学で学位を取得した教員、外国で教育研究歴のある教員の積極的
な採用、英語を媒介とする授業の実施といった、大学の教育環境整備への取り組みが影響してい
るであろう。 
 しかし、教職員個人の意識、また、彼らが見る学生の意識は必ずしも英語圏を中心とする先進
主要国か、その他の国や地域かという二項対立ではない。世界共通語の英語の価値や重要性を認
めながらも、彼らの意識が英語圏へ絶対的に向いているわけではない。「（学生は英語を媒介とす
る授業を受講することで）英語は単なるツールにすぎない、第二言語は一生第二言語なのだと気
づく。英語に対する見方の転換が大きな意義」（K 大学教員）というように、英語という言語と
先進主要国を一体として捉えるのではなく、相対的に価値あるものと認識させようとしている
こことがうかがえる。 
4.4．考察 
DP に見たグローバル社会で求められる力は、「知識」「異文化理解」「コミュニケーション」「協

働」に関する力を身につけた上で、問題の解決に取り組む意志や能力であるということが分かっ
た。教職員が考えるグローバル社会とは、「地球規模」「世界」という一元的なものではなく、「大
学」「地域」「日本」「海外」に広がる重層的な空間である。そして、彼らは、「グローバル社会で
求められる力」に対して、海外や世界で活かせる力というように、地球規模であることをことさ
らに意識するのではなく、ローカルやナショナル、グローバルという水準の枠を超えて活かせる
力であると捉えている。 
今や大学はグローバル人材育成の主体であり、大学改革なくしてグローバル人材の養成はな

しえないとまでいわれるようになった。しかし、我々のインタビュー調査では、教職員によるグ
ローバル人材の捉え方はこの言葉の元始とは異なるものであった。たとえば、「あえてグローバ
ル人材といわなければならないのが日本の宿命」（I 大学教員）や、「学生にはグローバル人材を
批判的に、俯瞰的に捉えて社会に出てほしい」（A 大学教員）のように、一般的にいうグローバ
ルとグローバル人材とで、教職員の捉え方、そして学生への期待に違いが見られることがうかが
える。また、「産業界が求めているグローバル人材になるためという考えは、学生の間では恐ら
くないと思います。」（K大学教員）と述べているように、学生たちもそれを求めていないと認識
している状況がうかがえた。これは、大学の国際化という潮流に乗るのではなく、クリティカル
な視点をもって留学プログラムに取り組む教職員の姿勢と考えられる。 
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